
特定非営利活動法人わんぱくクラブ 

 

身体拘束等の適正化のための指針 

 

１．事業所における身体拘束等の適正化に関する基本的な考え方  

身体拘束は、利用者の活動の自由を制限するものであり、利用者の尊厳ある生活を阻むも

のです。当事業所では、利用者の尊厳に基づき、安心・安全が確保されるように基本的な仕

組みをつくり、身体的・精神的に影響を招く恐れのある身体拘束は、緊急やむを得ない場合

を除き、原則として実施しません。 

 

 

２．身体拘束適正化検討委員会その他事業所内の組織に関する事項  

⑴ 当事業所では、身体拘束等の適正化を目的とし、身体拘束適正化検討委員会（以下「委

員会」）を設置します。年に１回を基本とし、必要な都度委員⾧が召集します。 

⑵ 委員は、管理者、サービス管理責任者、児童発達支援管理責任者、主任、その他必要と

認められる者とします。  

⑶ 虐待防止委員会や、他の会議と一体的に行う場合があります。  

⑷ 委員会では、次のような内容について協議します。 

・指針の整備に関すること 

・職員研修に関すること 

・職員が相談、報告する体制、様式整備に関すること 

・報告事例の集計・分析 

・事例の適性性と適正化策の検討 

・事例の分析結果の周知 

・適正化策の効果の検証 

 

 

３．身体拘束等の適正化のための職員研修に関する基本方針  

⑴ 職員に対する身体拘束適正化のための研修は、本指針に基づき、身体拘束適正化に関

する基礎的内容等の適切な知識を普及・啓発することを目指します。  

⑵ 全職員への研修を年１回、および新規採用時に実施します。  

⑶ 研修の実施内容については、研修資料、実施概要、出席者等を記録し、保存します。 

  



４．事業所内で発生した身体拘束等の報告方法等の方策に関する基本方針  

緊急やむを得ない理由から身体拘束を実施している場合には、身体拘束の実施状況や利用

者の日々の態様（時間や状況ごとの動作や様子等）を記録し、委員会で拘束解除に向けた確

認（3 要件の具体的な再検討）を行います。 

 

 

５．身体拘束等発生時の対応に関する基本方針  

⑴ ３要件の確認 

① 切迫性：利用者本人または他の利用者等の生命又は身体が危険にさらされる可能性

が著しく高いこと。  

② 非代替性：身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する方法がないこと。  

③ 一時性：身体拘束その他の行動制限が一時的なものであること。  

 

⑵ 要件合致確認  

利用者の態様を踏まえ委員会が必要性を判断した場合、限定した範囲で身体拘束を実施

することとしますが、拘束の実施後も日々の態様等を参考にして委員会で定期的に再検討

し解除へ向けて取り組みます。  

 

⑶ 説明と個別支援計画への記載 

緊急やむを得ず身体拘束を行う場合、次の項目について具体的に利用者・家族へ説明

し個別支援計画へ記載します。    

・拘束が必要となる理由（個別の状況） 

・拘束の方法（場所、行為（部位・内容））  

・拘束の時間帯及び時間  

・特記すべき心身の状況  

・拘束開始及び解除の予定  

 

 

６．利用者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

いつでも本指針が自由に閲覧できるようにし、当事業所のホームページに公表します。  

 

 

附則  

この指針は、令和４年４月１日より施行する。  


